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2022年 5月 31日に実施しました、医療安全監査委員会の結果を別添のとおり報告します。  



令和 4年度第 1回 医療安全監査委員会 監査報告書 

 

 

国立成育医療研究センター医療安全監査委員会規程第７条第２項の規定に基づき、医療安全

管理に係る業務の執行状況について監査を実施いたしました。その方法並びに結果について、以

下の通りご報告いたします。 

 

１．監査方法及び監査項目 

（１）監査方法 

2021 年度の業務の執行状況について、2022 年 5 月 31 日に担当部署職員等からのヒアリング

並びに関係書類の確認により実施した。 

 

（２）監査項目 

①前回委員会の提案、助言に対する回答 

②医療安全管理体制 

③医療安全管理部門の活動 

④医薬品安全管理体制 

⑤医療機器安全管理体制 

 

２．監査結果 

①前回委員会の提案、助言に対する回答 

   前回委員会の監査報告書においてなされた提案・助言に対し、適切に対応されていること

を確認した。 

②医療安全管理体制 

   前回の報告から変更がないことを確認した。 

③医療安全管理部門の活動 

昨年度の報告内容と同じく適切な管理を継続していることを確認した。 

2021年 12月に点滴漏れ件数が 87件と多かったため、入院患者数等月次の変化を検討し

たが、特段要因となり得るものは確認できなかった。 

小児の患者では本人確認が成人よりも難しい場合があるが、成育においては本人が名乗

れない場合はリストバンドで名前を確認することになっており、投薬や配膳等についてはシス

テムを利用した患者認証を実施している。しかし、カルテ記載や文書交付等直接患者と接し

ない場合の誤認が比較的多く生じており、そういった面での本人確認が不十分である可能性

が考えられる。 

④医薬品安全管理体制 

昨年度の報告内容と同じく適切な管理を継続していることを確認した。 

2021 年度には注射薬の期限チェックの運用手順の変更、バリキサドライシロップを小分け・

分注せずボトルで提供するように運用変更、PCA ポンプの一括管理化を行った。薬学的介入



事例は前回報告時（2021年 12月 1日）よりも増加しており、前回報告時点以降の件数は、用

法用量に関するものが 253 件、副作用及び重篤化の回避に関するものが 143 件となってい

る。職員への研修も継続的に実施されており、ほぼ 100%の受講率を達成している。 

⑤医療機器安全管理体制 

規定について、関連法規や院内の部署名変更に伴い軽微に改訂したが、その他について

は前回委員会から変更なく、適切な対応がなされている。昨年度の研修は PCAポンプ、人工

呼吸器等について、76 回実施しており、延べ 661 名が参加した。定期点検・更新も計画通り

のスケジュールで実施されている事等を確認した。 

 

判定 

2021 年度の国立成育医療研究センター病院における医療安全管理業務は概ね適切に実施さ

れている。なお、以下の点について検討すること。 

１．引き続き関係法令や指針等に基づき、適切に医療安全管理業務を遂行していくこと。 
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